１１７．情報モラルって自分でも学べるの？【解説書】
１．指導対象
　小学校・中学校・保護者
２．教科・科目
　学級活動、道徳科、総合的な学習の時間、学校裁量の時間、朝学活、帰り学活、放課後
３．指導意図
　情報モラルの育成は、学校の教育課程を通して学ぶことが重要であるが、一方で情報モラルを発揮する場面は学校外も多いことから、「児童生徒が自主的に調べたり、調べたことを伝え合ったりして、主体的に学ぶこと」も大切なことである。
　本コンテンツの視聴による自主学習や家庭学習等を通して、情報モラルを自分で学ぶ方法を知るとともに、情報モラルへの興味関心を高め、主体的に学び続ける態度の育成のきっかけとしたい。
４．指導目標
　「ネット社会の歩き方」の様々なコンテンツを活用することによって、児童生徒が自ら楽しみながら、情報モラルを学ぶことができることを知る。学習を進めるにあたっては、GIGA端末を使ったり、自分のスマートフォン等を使ったりしながら、どこでも学ぶことができ、学び方も自ら選択できることについて気付かせたい。
　また、「ネット社会の歩き方」の動画や図鑑教材等から学んだことを伝えたり、まとめ発表したりすることは、優れた学習方法の一つであることを気付かせ、価値付けたい。

【指導のポイント】情報モラルを自分で学ぶには？
①まずは、『ネット社会の歩き方』のサイトを視聴する。
②いろいろな教材を使ってみて、自分で感じたことや考えたことを、家族や友だちと話し合ってみる。
③学んだことをもとにして，実際に自分でインターネットを使ってみる。
※ネット社会を楽しく賢く過ごすには、『自ら学習する』『学習したことを活用する』ということが重要。何事も、自分で体験することが大事。自分で学習するときに『ネット社会の歩き方』を活用できる。
５．コンテンツの内容
　動画は、先生と子どもたちとのやりとりを通して、次の3つの内容を紹介している。
　※動画の途中で、先生から「情報モラルについて、楽しみながら自分で学べるサイトがある！」という紹介場面があります。

　①『動画教材』（5分程度のアニメ動画）
　・事例ごとに、トラブルにならない方法を考えるためのアニメが100個以上、揃っている。
　②『イラスト教材』（ペープサート・創作教材）
・イラストが沢山あり、自由に組み合わせて自分でストーリーを作ったり，ポスターを作ったりすることを通して、情報モラルについて学ぶことができる。
③『シミュレーション教材』（ゲームのように学べる教材）
・ネットショッピングやSNSでのメッセージのやり取りを、疑似体験できる。
また、動画の最後に、「ネット社会の歩き方」にはアニメで紹介した3つの他にも、以下のコンテンツがあることを紹介している。まずは、興味を持ったところから、まずはサイトを見ることが効果的。
●冊子教材
　　　・情報とネット社会のしくみ
　　　・保護者向けネットモラル・コミック
　　　・ナビカード教材
　　　・情報モラルセミナーPPT（ポワーポイント）教材
　　　・中学・高校生のためのネット社会の歩き方
　　　・親子のためのネット社会の歩き方
　　　・学習図鑑シリーズ「図解でわかる 情報とネット社会のしくみ」
●ネット社会の歩き方がオススメする情報モラルポータルサイト
５．授業展開例　
　※ここでは、あくまで児童生徒が自ら学ぶためのきっかけ作りとして、朝や帰りの学活等短い時間で指導をすることができる内容を掲載する。
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	○小学校低学年の場合，動画を視聴する前に、「これから情報モラルを学ぶためのインターネットのホームページが出てくるよ。それはどんなホームページが出てくるのだろうね。」等の内容の紹介をしておいてもよい。
○一度コンテンツを視聴した後で、「まとめ」の部分を停止し、自分で学習する時のコツなどを確認する。

	（3） まとめ
（教師の説話）情報モラルを学校の仲間とともに学ぶことは大事なこと、自分から学ぶことはもっと大事なことです。
〇この学習を終えて、これからみなさんがどのような大人になってほしいか、教師の願いを語る。
	○情報モラルについて、「ネット社会の歩き方」のコンテンツ動画を視聴したり、気になったことを何か調べたりしたときは、いつでも教えてほしいことを伝える。


６．教師のまとめ
・情報モラルを学ぶためにはコツがある。コツは、「知る」、「伝え合う」、「学び続ける」。
・学習しやすい内容がまとまった、「ネット社会の歩き方」のコンテンツを活用しよう。
・視聴した動画や調べた内容を、積極的に学校で先生や友達に伝えたり、教えたりしてほしい。
・これからの時代は、インターネットがもっともっと便利な時代になるから、安心安全にインターネット楽しく使うために必要な情報モラルを、自分から学び続ける大人になってほしい。

